
モニタリングサイト1000実施のための
全体枠組みと運営体制

別紙３

全体枠組みと運営体制

自然環境保全基礎調査 タリ グサイト

１．モニタリングサイト１０００の位置づけ

自然環境保全基礎調査

全国の自然環境の現状を面的・
網羅的に把握

モニタリングサイト1000

生態系の状態変化を定点で対象を
絞って定量的に把握

自然環境の状態とその変化の総合的把握

生態系サービス（ミレニアム生態系評価）

生物多様性の状態の評価（地球規模生物
多様性概況）

適切な自然環境保全施策

（種・生態系保全、自然再生、保護区設定等）

自然環境の状態とその変化の総合的把握

２．全体の枠組み

多様性概況）

上位目標

◆生態系タイプごとに、調査サイトを全国に均等配置

我が国の生態系の状態を長期的かつ定量的にモニタリングし、その異変をいち
早く検出して、自然環境保全施策に資する。

下位目標

◆ 態系タイ 、調査サイ を 国 均等配置

◆生態系変化を定量的に把握するための調査方法、分析及び評価手法の確立

◆持続可能な調査体制を構築

◆調査結果を自然環境保全施策に活用

◆調査結果の関係者間での共有化を促進し、一般に広く情報提供



３．平成２０年度運営体制

環境省

計画・実施

情報管理検討会

モニタリングサイト1000推進検討会
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●個別の調査検討会
各生態系タイプの調査について、調査手法やサイトの配置、
課題の検討 データの解析手法 調査体制等を検討課題の検討、デ タの解析手法、調査体制等を検討。

●モニタリングサイト1000推進検討会
モニタリングサイト1000の事業の総合評価を行い、改善方策を検討。
調査結果、運営状況等を含む事業全体を評価。
生態系タイプを超えて 客観的な評価を実施生態系タイプを超えて、客観的な評価を実施。


